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1
．公
共
交
通
の
担
い
手
不
足

　
「
2
0
2
4
年
問
題
（
注
1
）」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
数
年
前
か
ら
、
バ
ス
運
転
手
の
人
手
不
足
が
話
題
と

な
っ
て
き
た
。
25
年
に
な
っ
て
も
全
国
規
模
の
メ
デ
ィ
ア

で
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
公
共
交
通
の
担
い
手
不
足
は
依
然

と
し
て
全
国
的
に
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

　
後
述
す
る
よ
う
に
、
残
念
な
が
ら
、
公
共
交
通
の
担
い

手
不
足
に
は
、
他
の
社
会
問
題
と
同
様
に
特
効
薬
は
存
在

し
な
い
。
故
に
、
課
題
を
抱
え
る
地
域
の
関
係
者
は
、
各

種
媒
体
で
報
道
さ
れ
る
記
事
や
現
場
の
声
、
ま
た
各
地
で

の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
参
考
に
し
つ
つ
、
自
ら
の

地
域
と
環
境
を
構
造
的
に
分
析
し
た
上
で
、
目
指
す
姿
を

明
ら
か
に
し
、
適
す
る
取
り
組
み
を
選
択
す
る
し
か
な
い

の
が
実
情
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
公
共
交
通
の
担
い
手
不
足
の
背
景
に
あ
る

問
題
を
整
理
し
た
上
で
、
今
、
担
い
手
不
足
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が
存
在
し
て
い
る
の
か
、

具
体
例
を
交
え
な
が
ら
簡
単
に
整
理
す
る
。

2
．担
い
手
不
足
の
背
景

　
公
共
交
通
の
担
い
手
不
足
は
、
社
会
構
造
に
起
因
す
る

問
題
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
日
本
は
少
子
高
齢
化
社
会
に
直

面
し
、
ど
の
産
業
で
あ
っ
て
も
基
本
的
に
働
き
手
が
不
足

し
て
お
り
、
少
な
い
働
き
手
を
奪
い
合
っ
て
い
る
状
態
で

あ
る
。
最
新
の
「
令
和
7
年
版
高
齢
社
会
白
書
」
で
は
、

生
産
年
齢
人
口
（
15
〜
64
歳
）
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
今
後
さ
ら
に
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
（
注
2
）。

　
公
共
交
通
を
担
う
運
輸
業
界
も
、
他
の
産
業
と
同
じ
く

働
き
手
が
減
少
し
て
い
る
。
例
え
ば
バ
ス
業
界
で
は
運
転

手
の
高
齢
化
が
進
み
（
注
3
）、
バ
ス
を
運
転
す
る
場
合

に
た
い
て
い
必
要
な
大
型
2
種
免
許
保
有
者
数
も
年
々
減

少
し
て
い
る
（
注
4
）。
日
本
全
体
で
の
働
き
手
確
保
の

競
争
が
激
し
く
な
る
中
で
、
バ
ス
運
転
手
は
全
産
業
平
均

よ
り
収
入
が
低
く
、年
間
労
働
時
間
が
長
い
た
め
（
注
3
）、

他
業
界
に
も
ま
し
て
採
用
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
が

う
か
が
え
る
。

3
．路
線
バ
ス
業
界
に
係
る
取
り
組
み

　
他
の
交
通
機
関
に
先
駆
け
て
担
い
手
不
足
が
話
題
に
な

っ
た
路
線
バ
ス
業
界
で
は
、
担
い
手
不
足
、
す
な
わ
ち
運

転
手
不
足
へ
の
多
様
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら

は
「
少
な
い
担
い
手
で
も
公
共
交
通
を
維
持
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
」、
ま
た
は
「
担
い
手
を
増
や
す
こ
と
」
の

二
つ
に
大
別
で
き
る
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
少
な
い
担

い
手
で
も
路
線
バ
ス
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
取
り
組
み
は
、
運
転
手
不
足
が
最
も
強
く
叫
ば
れ
た

「
2
0
2
4
年
問
題
」
の
頃
、
全
国
の
路
線
バ
ス
の
約

8
割
の
事
業
者
で
実
施
さ
れ
た
も
よ
う
で
あ
る
（
注
5
）。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
お
お
む
ね
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分

け
ら
れ
る
。
第
一
の
パ
タ
ー
ン
は
、
1
路
線
当
た
り
の
本

数
の
削
減
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
ス
最
大
手
の
「
西
鉄
バ

ス
」（
福
岡
市
）
は
、
25
年
に
運
転
手
不
足
に
対
応
す
る

た
め
路
線
バ
ス
を
減
便
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
（
注
6
）。

　
第
二
の
パ
タ
ー
ン
は
、
系
統
や
路
線
の
廃
止
で
あ
る
。

例
え
ば
、
青
森
県
の
「
弘
南
バ
ス
」（
弘
前
市
）
で
は
、

石
井
　
純

日
本
総
合
研
究
所

リ
サ
ー
チ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

都
市
・
モ
ビ
リ
テ
ィ 

デ
ザ
イ
ン
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ジ
ャ
ー

特
効
薬
な
き
担
い
手
不
足
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共
交
通

連

載

交
通
の
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
③
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24
年
に
一
部
路
線
を
短
縮
し
た
り
、
幾
つ
か
の
路
線
を
統

合
し
て
重
複
を
解
消
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
約
1
0
0
便

を
減
便
し
て
い
る
（
注
7
）。
な
お
、「
東
急
バ
ス
」（
東

京
都
目
黒
区
）
や
「
神
奈
川
中
央
交
通
」（
神
奈
川
県
平

塚
市
）
で
は
、
運
転
手
1
人
当
た
り
の
輸
送
人
員
を
増
や

す
こ
と
で
輸
送
力
を
維
持
す
る
取
り
組
み
も
併
せ
て
実
施

し
て
お
り
、
横
浜
市
内
で
連
節
バ
ス
を
運
転
し
て
い
る

（
注
8
）。

　
路
線
バ
ス
業
界
で
は
、
担
い
手
を
増
や
す
た
め
の
取
り

組
み
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分

け
ら
れ
る
。
第
一
の
パ
タ
ー
ン
は
、
社
内
の
人
材
で
賄

う
方
法
で
あ
る
。「
十
勝
バ
ス
」（
北
海
道
帯
広
市
）
で
は
、

運
転
手
不
足
に
合
わ
せ
て
、
減
便
だ
け
で
は
な
く
管
理
職

も
バ
ス
運
転
手
の
仕
事
に
就
く
よ
う
に
な
っ
た
（
注
9
）。

そ
の
ほ
か
、
短
時
間
勤
務
を
認
め
た
り
、
女
性
の
積
極
採

用
を
推
進
し
た
り
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。

　
第
二
の
パ
タ
ー
ン
は
、
社
外
か
ら
新
し
く
雇
い
入
れ
る

方
法
で
あ
る
。
今
、
新
し
い
動
き
が
出
て
い
る
の
が
、
こ

の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
数
年
前
か
ら
バ
ス
会

社
は
運
転
手
の
積
極
採
用
に
乗
り
出
し
て
い
た
。
近
年
は

イ
ベ
ン
ト
で
の
運
転
手
体
験
会
等
の
バ
ス
会
社
単
独
の
動

き
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
と
連
携
す
る
動
き
も
出
て
き
て

い
る
。
例
え
ば
東
京
都
練
馬
区
で
は
、
区
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
H
P
）
で
区
内
を
運
行
す
る
バ
ス
事
業
者
の
運
転

手
確
保
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
る
（
注
10
）。

　
直
近
で
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
に
加
え
て
新
た
に
、
外
国

人
人
材
を
受
け
入
れ
る
動
き
が
登
場
し
て
い
る
。
24
年
3

月
の
閣
議
決
定
を
経
て
、
バ
ス
運
転
手
と
タ
ク
シ
ー
運
転

手
を
含
む
自
動
車
運
送
業
の
分
野
が
、
外
国
人
労
働
者
の

在
留
資
格
で
あ
る
「
特
定
技
能
」
に
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
外
国
人
も
バ
ス
運
転
手
と
な
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
25
年
2
月
に
は
、「
特
定
技
能
」
資
格
で
の
観
光

バ
ス
の
運
転
手
が
登
場
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
る

（
注
11
）。

　
以
上
が
、
路
線
バ
ス
業
界
で
担
い
手
不
足
に
陥
っ
た
場

合
の
取
り
組
み
の
一
覧
で
あ
り
、
図
で
示
す
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
論
理
的
に
は
、
担
い
手
不
足
に
耐
え
ら
れ
ず
、

会
社
が
路
線
バ
ス
事
業
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
実
際
に
23
年
に
は
、
大
阪
府
に
あ
る
路
線
バ
ス
事
業

者
が
、
運
転
手
不
足
か
ら
廃
業
し
た
例
が
あ
る
（
注
12
）。

4
．路
線
バ
ス
業
界
以
外
の
担
い
手
不
足

　
路
線
バ
ス
業
界
を
発
端
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

公
共
交
通
の
担
い
手
不
足
だ
が
、
社
会
構
造
に
起
因
す
る

問
題
で
あ
る
以
上
、
そ
の
他
の
交
通
モ
ー
ド
で
あ
っ
て
も

同
様
に
担
い
手
不
足
が
発
生
す
る
の
は
自
明
で
あ
る
。

　
実
際
に
、
鉄
道
業
界
も
地
方
部
か
ら
担
い
手
不
足
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
青
森
県
の
第
三
セ
ク
タ
ー

「
青
い
森
鉄
道
」（
青
森
市
）
で
は
、
21
年
度
か
ら
24
年

度
ま
で
、
新
規
採
用
者
数
が
募
集
数
を
下
回
る
状
態
が
続

い
て
い
る
（
注
13
）。
賃
金
の
安
さ
が
ネ
ッ
ク
だ
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
も
そ
も
青
森
県
で
は
、
同
社
で
急
務
と

な
っ
て
い
る
高
卒
採
用
の
対
象
と
な
る
高
校
生
の
数
が
右

肩
下
が
り
で
あ
り
、
社
会
構
造
的
に
も
人
材
不
足
が
加
速

し
や
す
い
こ
と
は
、
路
線
バ
ス
業
界
と
同
じ
で
あ
る
。
熊

本
県
と
鹿
児
島
県
に
ま
た
が
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
「
肥
薩

図

出所：日本総研作成
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お
れ
ん
じ
鉄
道
」（
熊
本
県
八
代
市
）
で
は
、
運
転
手
不

足
が
原
因
で
朝
の
便
を
減
便
し
て
い
る
（
注
14
）。
な
る

べ
く
通
勤
通
学
に
影
響
の
少
な
い
便
を
選
ん
で
い
る
と
の

こ
と
で
、
苦
境
が
う
か
が
え
る
。

　
鉄
道
だ
け
で
な
く
、
旅
客
船
業
界
で
も
、
担
い
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
る
。
島
根
県
で
離
島
航
路
を
運
航
す
る

「
隠
岐
汽
船
」（
隠
岐
の
島
町
）
は
、
隠
岐
諸
島
と
本
土

を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
と
高
速
船
を
減
便
す
る
（
注
15
）。
鹿

児
島
県
で
離
島
航
路
を
運
航
す
る
「
奄
美
海
運
」（
鹿
児

島
市
）
は
、
鹿
児
島
市
と
奄
美
群
島
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー

を
減
便
し
、
一
部
の
港
へ
の
寄
港
も
休
止
す
る
（
注
16
）。

い
ず
れ
も
本
土
と
離
島
を
結
ぶ
重
要
な
航
路
で
あ
る
た
め
、

船
員
不
足
の
中
で
な
ん
と
か
航
路
を
維
持
し
よ
う
と
す
る

姿
が
う
か
が
え
る
。

5
．求
め
ら
れ
る
こ
と

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
既
に
全
国
各
地
で
公
共

交
通
の
担
い
手
不
足
の
影
響
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
、
今

後
は
日
本
の
ど
の
地
域
の
ど
の
交
通
モ
ー
ド
で
あ
っ
て
も
、

公
共
交
通
の
担
い
手
不
足
は
遅
か
れ
早
か
れ
問
題
と
な
っ

て
い
く
。
特
効
薬
が
な
い
以
上
、
地
域
の
実
情
を
分
析
し

た
上
で
取
り
得
る
選
択
肢
を
組
み
合
わ
せ
て
対
策
を
打
つ

ほ
か
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
遅
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
取
り
得
る
打
ち
手
の
選
択
肢
は
狭
ま
り
、
対
処
す

べ
き
問
題
の
規
模
や
深
刻
さ
も
大
き
く
な
っ
て
い
く
。
従

っ
て
、
地
域
の
公
共
交
通
が
よ
り
深
刻
な
状
況
に
陥
る
前

に
、
地
域
の
公
共
交
通
に
当
事
者
意
識
と
問
題
意
識
を
持

ち
、
な
る
べ
く
早
く
取
り
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

　
ま
た
、
路
線
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
た
地
域
で
は
、
オ
ン
デ

マ
ン
ド
バ
ス
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等
の
別
の
交
通
モ
ー
ド
が

取
り
入
れ
ら
れ
る
等
、
従
来
あ
っ
た
交
通
モ
ー
ド
に
固
執

し
な
い
公
共
交
通
が
導
入
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
よ
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
大
分
県
別
府
市
で
は
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
運
転
手
を
市
職
員
が
副
業
扱
い
で
担
う
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
（
注
17
）。
も
は
や
公
共
交
通

は
、
こ
れ
ま
で
の
在
り
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、
可
能
性
の
あ

る
打
ち
手
を
複
数
組
み
合
わ
せ
る
「
全
方
位
戦
略
」
の
時

代
に
突
入
し
て
い
る
。

　
注
1
＝
厚
生
労
働
省「
バ
ス
運
転
者
の
改
善
基
準
告
示
」

　https://driver-roudou-jikan.m
hlw

.go.jp/bus/
notice

　
注
2
＝
内
閣
府
「
令
和
7
年
版
高
齢
社
会
白
書
」
3
㌻

　https://w
w
w
8.cao.go.jp/kourei/w

hitepaper/
w
-2025/zenbun/pdf/1s1s_01.pdf

　
注
3
＝
厚
労
省
「
統
計
か
ら
み
る
運
転
者
の
仕
事
」

　https://driver-roudou-jikan.m
hlw

.go.jp/bus/
w
ork

　
注
4
＝
日
本
バ
ス
協
会
「
特
設
w
e
b
サ
イ
ト
」

　https://w
w
w
.bus.or.jp/nobus/

　
注
5
＝
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
「
全
国
『
主
要
路
線
バ

ス
』
運
行
状
況
調
査
（
23
年
）」

　https://w
w
w
.tdb.co.jp/resource/files/assets/

d4b8e8ee91d1489c9a2abd23a4bb5219/4991a
2d38f614570b04581d9fbdf6690/p231109.pdf

　
注
6
＝
日
本
経
済
新
聞
「
西
鉄
バ
ス
、
福
岡
地
区
で
平

日
3
%
減
便
　
運
転
士
1
2
7
人
不
足
」（
25
年
2
月
28

日
）

　h
ttp

s://w
w
w
.n

ik
k
ei.co

m
/article/

D
G
XZQ

O
JC285RQ

0Y5A220C2000000/

　
注
7
＝
陸
奥
新
報
「
弘
南
バ
ス
ダ
イ
ヤ
改
正
　
乗
務
員

不
足
対
応
に
重
点
」（
24
年
3
月
7
日
）

　https://m
utsushim

po.com
/new

s/cbisn0rj/

　
注
8
＝
日
経
新
聞
「
バ
ス
運
転
手
、
30
年
度
3
・
6
万

人
不
足
　
都
市
部
も
相
次
ぎ
減
便
」（
23
年
9
月
18
日
）

　h
ttp

s://w
w
w
.n

ik
k
ei.co

m
/article/

D
G
KKZO

74536170Y3A910C2M
M
8000/

　
注
9
＝
十
勝
毎
日
新
聞
「
管
理
職
も
ハ
ン
ド
ル
握
る

　
十
勝
バ
ス
が
運
転
手
不
足
で
対
応
、
ニ
ー
ズ
把
握
も
」

（
23
年
12
月
22
日
）

　h
ttp

s://kach
im

ai.jp
/article/in

d
ex.

php?no=599989

　
注
10
＝
練
馬
区
H
P

　https://w
w
w
.city.nerim

a.tokyo.jp/kurashi/
sum

ai/bus/untensyuhusoku.htm
l

　
注
11
＝
N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
「『
特
定
技
能
』
で
全
国
初

　
外
国
人
が
観
光
バ
ス
運
転
手
に
」（
25
年
2
月
5
日
）

　h
ttp

s://w
w
w
3
.n

h
k
.o

r.jp
/n

e
w
s/

htm
l/20250205/k10014713441000.htm

l
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注
12
＝
産
経
新
聞
「
も
う
限
界
…
金
剛
バ
ス
全
路
線

廃
止
の
衝
撃
、
地
域
の
足
引
っ
張
る
2
0
2
4
年
問
題
」

（
23
年
9
月
18
日
）

　https://w
w
w
.sankei.com

/article/20230918-
PIW

XO
KW

RU
BN

KVCW
VJRM

VIW
U
W
4Y/

　
注
13
＝
日
経
新
聞
「
青
森
・
青
い
森
鉄
道
、
若
手
の
採

用
急
務
　
J
R
出
向
者
の
高
齢
化
で
」（
24
年
8
月
7
日
）

　h
ttp

s://w
w
w
.n

ik
k
ei.co

m
/article/

D
G
XZQ

O
CC132G

H
0T10C24A7000000/

　
注
14
＝
南
日
本
新
聞
「
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
が
減
便
　

運
転
士
不
足
の
た
め
2
月
か
ら
当
面
の
間
　
代
行
バ
ス
運

行
の
予
定
な
し
」（
25
年
1
月
10
日
）

　h
ttp

s://3
7
3
n
ew

s.co
m
/n

ew
s/lo

cal/
detail/207280/

　
注
15
＝
日
経
新
聞
「
隠
岐
汽
船
、
船
員
不
足
で
減
便
　

一
部
期
間
で
2
隻
体
制
に
」（
25
年
5
月
8
日
）

　h
ttp

s://w
w
w
.n

ik
k
ei.co

m
/article/

D
G
XZQ

O
CC0867H

0Y5A500C2000000/

　
注
16
＝
南
日
本
新
聞
「『
航
路
存
続
へ
断
腸
の
思
い
』

─
─
船
員
が
足
り
な
い
。
奄
美
海
運
が
週
4
に
減
便
へ
　

唯
一
の
定
期
船
・
喜
界
町
は
農
産
物
出
荷
や
島
外
通
院
を

懸
念
」（
25
年
5
月
13
日
）

　h
ttp

s://3
7
3
n
ew

s.co
m
/n

ew
s/lo

cal/
detail/213726/

　
注
17
＝
読
売
新
聞
「『
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
』
ド
ラ
イ
バ
ー

に
市
職
員
30
人
…
大
分
県
別
府
市
が
計
画
、
副
業
扱
い
で

許
可
得
て
勤
務
時
間
外
に
」（
25
年
4
月
18
日
）

　https://w
w
w
.yom

iuri.co.jp/local/kyushu/
new

s/20250418-O
YTN

T50023/

も
ち
米
相
場
、25
年
産
は
高
値
必
至
か

主
食
用
へ
の
転
作
と
高
温
で
懸
念
強
く

　
政
府
備
蓄
米
の
大
量
放
出
に
よ
っ
て
急
落
し
た
主
食
用

の
う
る
ち
米
を
横
目
に
び
く
と
も
し
な
い
の
が
、
も
ち
米

だ
。
主
食
用
米
へ
の
転
作
が
進
む
中
、
小
雨
高
温
が
重
な

り
、
業
界
で
は
「
2
0
2
5
年
産
の
も
ち
米
価
格
が
出
回

り
間
も
な
い
段
階
か
ら
1
俵
（
60
㌔
）
当
た
り
5
万
円
台

に
乗
せ
る
」（
米
穀
卸
売
業
者
幹
部
）
と
の
臆
測
も
飛
び

始
め
た
。

　
も
ち
米
の
代
表
銘
柄
は
、
佐
賀
や
熊
本
な
ど
の
ヒ
ヨ
ク

モ
チ
だ
。
だ
が
、
そ
の
九
州
の
主
産
地
で
は
現
在
、
田
植

え
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
田
ん
ぼ
の
水
が
お
湯
の
よ
う
に

な
り
、
増
殖
し
た
藻
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
、
繊
細
な
も
ち

米
の
稲
が
枯
死
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
広
が
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
産
地
で
も
、
空
梅
雨
の
悪
影
響
を
懸
念
す
る
声

が
少
な
く
な
い
。

　
た
だ
で
さ
え
、
も
ち
米
を
巡
る
状
況
は
苦
し
か
っ
た
。

米
価
高
騰
を
背
景
に
、
も
ち
米
の
作
付
面
積
の
減
少
は
不

可
避
と
み
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
24
年
産
の
う
る
ち
米
の

買
い
取
り
価
格
が
3
万
円
台
に
乗
せ
る
ケ
ー
ス
は
ざ
ら
だ

っ
た
が
、
も
ち
米
は
せ
い
ぜ
い
1
万
円
台
後
半
だ
っ
た
と

さ
れ
る
。
こ
れ
が
25
年
産
で
う
る
ち
米
へ
の
作
付
け
移
行

を
決
め
る
生
産
者
の
激
増
を
連
想
さ
せ
た
。
そ
こ
に
天
候

に
起
因
す
る
不
安
感
が
加
わ
っ
た
形
だ
。

　
24
年
産
米
を
売
買
す
る
卸
間
取
引
の
「
ス
ポ
ッ
ト
相

場
」
で
は
収
量
減
を
見
越
し
た
動
き
が
あ
る
。
5
㌔

2
0
0
0
円
の
随
意
契
約
に
よ
る
備
蓄
米
の
売
り
渡
し
が

始
ま
り
、
う
る
ち
米
は
短
期
間
で
大
き
く
値
を
下
げ
た
。

5
月
下
旬
に
5
万
円
近
か
っ
た
新
潟
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
約

1
カ
月
半
で
3
万
円
と
な
っ
た
。
一
方
、
こ
の
間
も
佐
賀

ヒ
ヨ
ク
モ
チ
は
3
万
8
0
0
0
円
前
後
で
値
位
置
は
ほ
ぼ

変
わ
ら
ず
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
25
年
産
の
入
手
難
を
覚

悟
し
て
「
保
険
」
の
よ
う
に
在
庫
を
積
み
増
し
た
い
と
い

う
考
え
が
透
け
て
見
え
る
。

　
実
際
に
25
年
産
価
格
が
跳
ね
上
が
り
、
需
要
期
で
あ
る

秋
冬
を
迎
え
た
と
す
れ
ば
、
も
ち
米
を
使
用
す
る
事
業
者

の
間
で
は
、
外
国
産
へ
の
切
り
替
え
も
相
当
進
む
と
み
ら

れ
る
。
国
産
も
ち
米
離
れ
に
つ
な
が
る
だ
け
に
、
そ
の
意

味
で
も
関
係
者
の
危
機
感
は
根
深
い
。


